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研究成果の概要 

Brain-Machine Interface（BMI）は、患者の脳活動を読み取り、その活動に基づいて機械を動かすこ

とで、病気や怪我により失われた脳機能を代替する新しい医工連携技術である。加えて BMIは、脳機能

代替技術としてだけでなく、患者の脳活動を解読し、その活動によって障害された手肢をロボットアー

ムで動かすことで、リハビリテーションの治療効果を高めることが報告されている。しかし、この BMI

の操作能力には個人差があり、上手く操作できない方も多い。BMIが実際に「脳機能代替技術」や「リ

ハビリテーション」として患者の手助けとなるには、誰でも簡単に BMIを利用できる方法を開発する必

要がある。そこで本研究は、BMI操作に関わる脳の個人差を解明し、その個人差に合わせた最適な操作

法を提案する。 

本年度は、BMIを操作する際に操作する側の被験者が「何」を想像しているかを調べた。BMIを上手く

制御出来た被験者は、自身の指を動かすような「一人称」かつ「動的」な想像を使用しており、制御出

来なかった被験者は、指が動いている様子を観察するような「視覚的」な想像を使用していた。この結

果は BMI 操作に関係する戦略の個人差を明らかにするとともに、個人差に合わせた最適な操作法を選

択する直接的な手掛かりとなる。さらに、効率よく学習を進めるための手法として、BMI操作に合わせ

て微弱振動をフィードバックする予備実験を開始し、引き続き BMI操作成績の個人差の解明、操作能力

を向上できる手法を探索している。 
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